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�愛媛県告示第１１６０号
鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律（平成１４年

法律第８８号）第３５条第１項の規定に基づき、次のとおり特定猟具使

用禁止区域を指定する。

令和３年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広
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その海岸線を東に回り、平成橋西端で市道

長岩高崎線との交点に至り、ここから同市

道を南ないし南西に進み、市道弁財天ソノ

坪線との交点に至り、ここから同市道を北

西に進み、起点に至る線に囲まれた区域

見近島

特定猟

具使用

禁止区

域

今治市宮窪町のうち、見近島の全域 同 上 同 上

岩谷特

定猟具

使用禁

止区域

今治市菊間町種の国道１９６号の種橋西端

を起点とし、ここから同国道を南西に進み、

高田川に出て、同川右岸を下流に進み、海

岸線に出て、その海岸線を東に回り、皆曲

岬を経て、更にその海岸線を南東ないし北

東に進み、種川河口に至り、ここから同川

左岸を上流に進み、起点に至る線に囲まれ

た区域

同 上 同 上

砂塚特

定猟具

使用禁

止区域

今治市大三島町野々江の県道大三島環状

線と市道六の坂線との交点を起点とし、こ

こから同市道をほぼ南東ないし南に進み、

市道南岡山線との交点に至り、ここから同

市道を北西ないし西に進み、市道野々江大

川線との交点に至る。ここから同市道をほ

ぼ北東に進み、起点に至る線に囲まれた区

域

同 上 同 上

保江池

特定猟

具使用

禁止区

域

今治市菊間町種４３７３、同市菊間町種４３７０

及び同市菊間町種４３６８－１の区域一円

同 上 同 上

今治谷 松山市福見川町の県道河中平井停車場線 同 上 同 上

名 称 区 域 存続期間
禁止に係
る特定猟
具の種類

治良丸

特定猟

具使用

禁止区

域

新居浜市萩生の国道１１号の黒岩橋西端を

起点とし、ここから東川左岸を上流に進み、

治良丸ダムえん堤西端で林道小味地線との

交点に至り、ここから同林道を北に進み、

市道萩生出口本線に出る。ここから同市道

をほぼ北に進み、市道萩生出口支線との交

点に至る。ここから同市道を北西に進み、

市道旦の上出口線との交点に至り、ここか

ら同市道を西ないし北西に進み、市道萩生

栗林線との交点に至る。ここから同市道を

ほぼ北に進み、同国道に出て、同国道をほ

ぼ東に進み、起点に至る線に囲まれた区域

令和３年

１１月１日

から令和

１３年１０月

３１日まで

銃 器

垣生特

定猟具

使用禁

止区域

新居浜市垣生四丁目の法泉寺前の市道弁

財天ソノ坪線と市道沢津垣生線との交点を

起点とし、ここから同市道を北ないし北西

に進み、市道町南通り線との交点に至り、

ここから同市道を北東に進み、市道浮島町

線との交点に至り、ここから同市道を北西

に進み、市道浮島川口線との交点に至る。

ここから同市道を北東に進み、垣生漁港の

海岸線に出る車道との交点に至り、ここか

ら同車道を北西に進み、その海岸線に出て、

同 上 同 上
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次の地籍調査の結果は、国土調査法（昭和２６年法律第１８０号）第

１９条第２項の規定に基づき国土調査の成果として認証したから、同

条第４項の規定に基づき次のとおり公告する。

令和３年１０月１日

ほぼ西に進み、県道松山川内線との交点に

至り、ここから同県道を北西に進み、起点

に至る線に囲まれた区域

美川ス

キー場

特定猟

具使用

禁止区

域

上浮穴郡�万高原町日野浦の御山三角点

（１，１６０．９メートル）を起点とし、ここか
りょう

ら稜線を東に約８００メートル進み、林道大

谷線に出る。ここから同林道を南西に進み、

県道柳谷美川線に出て、同県道を南東ない

し北東に進み、広域基幹林道西谷日野浦線

との交点に至る。ここから同林道を南西に

進み、三国橋北端で大谷川に出る。ここか

ら同川左岸を上流に約１，８００メートル進み、

小渓谷に至る。ここから山林内を権現山に

向かって進み、同山山頂を経て旧美川村と

旧柳谷村との境界に至る。ここから同境界

を西ないし北西に進み、同県道を横断し、

更に同境界を北西に約１００メートル進み、

山頂に至る。ここから通称美川嶺に通じる
りょう

稜線を北に進み、通称美川嶺を経て、更に
りょう

同稜線を北ないし北東に進み、起点に至る

線に囲まれた区域

同 上 同 上

赤滝・

オツボ

池特定

猟具使

用禁止

区域

西予市宇和町稲生１１３０番地及び６７２番地

の区域一円

同 上 同 上

北田池

特定猟

具使用

禁止区

域

西予市宇和町稲生６５８番地の区域一円 同 上 同 上

鬼北総

合公園

特定猟

具使用

禁止区

域

北宇和郡鬼北町芝の町道永野市豊岡線と

町道工場前線との交点を起点とし、ここか

ら同町道を北東ないし南東に進み、町道工

場前支線との交点に至り、ここから同町道

を東に進み、同町と同郡松野町との境界に

至る山道との交点に至り、ここから同山道

を南ないし南東に進み、同境界に至る。こ

こから同境界を西ないし南西に進み、町道

永野市豊岡線に出て、同町道をほぼ北西な

いし北東に進み、起点に至る線に囲まれた

区域

同 上 同 上

特定猟

具使用

禁止区

域

と同市指定天然記念物アカガシに通じる登
りょう

山道との交点を起点とし、ここから稜線を

南東ないし南に進み、同市と東温市との境

界に至り、ここから同境界をほぼ南西に進

み、四国電力送電線（北松山線）下に至る。

ここから同線下をほぼ北西に約３５０メート
りょう

ル進み、同県道に通じる稜線に至り、ここ
りょう

から同稜線をほぼ北に進み、同県道に出て、

同県道を南東に進み、起点に至る線に囲ま

れた区域

勝岡・

太山寺

特定猟

具使用

禁止区

域

松山市高浜町の石風呂特定猟具使用禁止

区域（銃）界と県道松山港内宮線との交点

を起点とし、ここから同県道をほぼ北東に

進み、高浜特定猟具使用禁止区域（銃）界

に至り、ここから同区界をほぼ北東ないし

西に進み、同県道に出て、同県道を北ない

し南東に進み、運転免許センター前を経て、

更に同県道をほぼ南東に進み、市道和気２２

９号線に至り、ここから同市道をほぼ南東

に進み、市道和気９５号線に至り、ここから

同市道を南に進み、市道和気９６号線に至り、

ここから同市道を南に進み、国見峠特定猟

具使用禁止区域（銃）界に至る。ここから

同区域界をほぼ南西に進み、石風呂特定猟

具使用禁止区域（銃）界に至る。ここから

同区域界をほぼ西に進み、起点に至る線に

囲まれた区域

同 上 同 上

重信川

中流域

特定猟

具使用

禁止区

域

東温市上村の市道牛渕上村線と県道伊予

川内線との交点を起点とし、ここから同県

道を西ないし北西に進み、県道松山東部環

状線との交点に至る。ここから同県道を北

に進み、�谷大橋を経て、更に同県道を北

に進み、四国縦貫自動車道下に至る。ここ

から同自動車道下をほぼ東に進み、同市道

との交点に至る。ここから同市道を南に進

み、上村大橋を経て、更に同市道を南東に

進み、起点に至る線に囲まれた区域

同 上 同 上

前松瀬

川特定

猟具使

用禁止

区域

東温市市場の県道松山川内線の川内橋南

端を起点とし、ここから渋谷川左岸を上流

に進み、市道西組鳥ノ子線との交点に至り、

ここから同市道をほぼ東に進み、市道原線

との交点に至り、ここから同市道をほぼ北

に進み、林道松瀬川小渋線との交点に至り、

ここから同林道をほぼ北東に進み、小渋谷

に至り、ここから同谷を北東に進み、四国

電力送電線（重信線）下に至る。ここから

同送電線下をほぼ南東に進み、仏生川に出

て、同川右岸を下流に進み、本谷川との合

流点に至り、ここから同川右岸を下流に進

み、三軒家橋北端で県道湯谷口川内線との

交点に至り、ここから同県道をほぼ南西に

進み、国道１１号に出る。ここから同国道を

同 上 同 上
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愛媛県知事 中 村 時 広

１ 地籍調査の実施者、地域、調査期間及び成果の名称

実施者 地 域 調 査 期 間 成果の名称

八幡浜市 白浜地区の一部 平成３０年度から
令和２年度まで

八幡浜市（白浜地
区の一部）の地籍
図及び地籍簿

２ 認証年月日

令和３年１０月１日

�������
�愛媛県告示第１１６２号
肥料の品質の確保等に関する法律（昭和２５年法律第１２７号）第７

条第１項の規定に基づき、次のとおり肥料の登録をした。

令和３年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第１１６３号
測量法（昭和２４年法律第１８８号）第３９条において準用する同法第

１４条第１項の規定に基づき、松山河川国道事務所長から次のとおり

公共測量を実施する旨の通知があった。

令和３年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 作業種類 公共測量（用地測量）

２ 作業期間 令和３年９月７日から

令和４年３月１８日まで

３ 作業地域 西条市小松町地内

�������
�愛媛県告示第１１６５号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく特定施設の設置

の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県西条保健所及び

新居浜市役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

令和３年１０月１日

愛媛県西条保健所長 武 方 誠 二

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

住友化学株式会社

東京都中央区新川二丁目２７番１号

代表取締役社長 岩田 圭一

２ 事業場の名称及び所在地

住友化学株式会社愛媛工場菊本地区

新居浜市菊本町一丁目１０番１号

３ 特定施設に関する事項

� Ｔ－７６８

�愛媛県告示第１１６４号
次のとおり愛媛県証紙売りさばき人の指定が取り消されたので、愛媛県証紙条例（昭和３９年愛媛県条例第８号）第５条第３項の規定によ

り告示する。

令和３年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

登録年
月日

登録
番号

肥料の
種類

肥料の
名称

保証成
分量
（％）

その他
の規格

生産業者の氏
名又は名称及
び住所

令和３
年９月
２４日

愛媛県
第１３００
号

魚かす
粉末

南海魚
粕粉末
８５０

窒素全
量８．０
りん酸
全量
５．０

該当無
し

南海物産株式会
社
愛媛県松山市古
三津２丁目２０番
３８号

指定
番号

売 り さ ば き 人
売 り さ ば き 所 取 消 年 月 日

住 所 氏 名 又 は 名 称

松第
９９号

松山市南江戸２丁目１１番地２６号 松 岡 良 幸 松山市南江戸２丁目１１番地２６号 令和３年９月５日

特 定 施 設 の 種 類
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第
１８８号。以下「政令」という。）別表第
１第３７号 ロ 分離施設

特 定 施 設 の 能 力 処理液量１日当たり１８．５トン処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手３か月後

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連 続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ９．５～１０．５

最大 ９．５～１１．５

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ３７０

最大 ４８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０未満

最大 ２０未満
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� Ｒ－４０１

４ 汚水等の処理施設に関する事項

� �１総合排水処理施設

� �３総合排水処理施設

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第３７号 ロ 分離施設

特 定 施 設 の 能 力 処理液量１日当たり１２トン処理

設 置 年 月 日 平成１６年４月１日

特定施設の使用時間間隔 連 続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １０～１１

最大 １０～１２

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ３９，０００

最大 ５０，７００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０未満

最大 ２０未満

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １，０００

最大 １，３００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １未満

最大 １未満

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４．３

最大 ５．２

備考 汚水等は、新居浜総合排水処理施設（ＮＢＴ）に送液し、西総合排水
口から排出する。

処 理 施 設 の 主 要 寸 法

集水槽：縦１０メートル 横１０メートル
高さ ５メートル

沈降槽：縦２００メートル
横１０メートル
高さ２．５メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり４０，０００立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 沈降分離処理

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ７．０～７．５

最大 ５．５～８．８

通常 ７．０～７．５

最大 ５．５～８．８

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １２．８

最大 ２０．０

通常 １２．８

最大 ２０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １５．０

最大 ５０．０

通常 １５．０

最大 ５０．０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４．１

最大 ３５．０

通常 ４．１

最大 ３５．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．０３

最大 １５．００

通常 １．０３

最大 １５．００

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２１，４６４

最大 ２８，５４７

通常 ２１，４６４

最大 ２８，５４７

備考 汚水等は、�１排水口より排水する。

設 置 年 月 日 昭和４９年６月１日

処 理 施 設 の 種 類 沈降分離処理、中和処理

処 理 施 設 の 型 式 沈降分離処理、中和処理

処 理 施 設 の 構 造 土堰堤型式

処 理 施 設 の 主 要 寸 法
中和槽：縦４８メートル 横６０メートル

深さ２．２メートル
沈降槽：縦９５メートル 横６０メートル

深さ ２メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり５０，０００立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 沈降・中和処理

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８００

最大 １，０４０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １未満

最大 １未満

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５．３

最大 ６．４

備考 汚水等は、新居浜総合排水処理施設（ＮＢＴ）に送液し、西総合排水
口から排出する。

設 置 年 月 日 昭和５３年８月３１日

処 理 施 設 の 種 類 沈降分離処理

処 理 施 設 の 型 式 沈降分離処理

処 理 施 設 の 構 造 鉄筋コンクリート製
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５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

� �１排水口

� �３排水口

�������
�愛媛県告示第１１６６号
松山市福角町土地改良区から認可申請のあった土地改良事業（維

持管理）の計画の変更は、適当と認められるので、土地改良法（昭

和２４年法律第１９５号）第４８条第９項において準用する同法第８条第

６項の規定により、次のとおり関係書類を縦覧に供する。

令和３年１０月１日

愛媛県中予地方局長 � 橋 敏 彦

１ 縦覧に供すべき書類の名称

� 松山市福角町土地改良区土地改良事業（維持管理）変更計画

書の写し

� 松山市福角町土地改良区定款の写し

２ 縦覧期間

令和３年１０月４日から令和３年１１月１日まで

３ 縦覧場所

松山市役所本庁

�愛媛県告示第１１６７号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第１項に規定する開発行為に関する工事が次のとおり完了した。

令和３年１０月１日

愛媛県中予地方局長 � 橋 敏 彦

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ７．０～８．０

最大 ５．５～８．８

通常 ７．０～８．０

最大 ５．５～８．８

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １４．０

最大 ２０．０

通常 １４．０

最大 ２０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３３．０

最大 ５００

通常 ３３．０

最大 ５０．０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．２

最大 ３５．０

通常 ２．２

最大 ３５．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．０１

最大 １５．００

通常 １．０１

最大 １５．００

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３７，３９２

最大 ４０，９８８

通常 ３７，３９２

最大 ４０，９８８

備考 汚水等は、�３排水口より排水する。

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ７．０～７．５

最大 ５．５～８．８

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １２．８

最大 ２０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １５．０

最大 ５０．０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４．１

最大 ３５．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．０

最大 １５．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２１，４６４

最大 ２８，５４７

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ７．０～８．０

最大 ５．５～８．８

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １４．０

最大 ２０．０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３３．０

最大 ５０．０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．２

最大 ３５．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．０

最大 １５．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３７，３９２

最大 ４０，９８８

備考 この他に、雨水排水口が１８箇所ある。

検 査 済 証 の 番 号
及 び 交 付 年 月 日

工 事 を 完 了 し た 開 発 区 域 又 は
工 区 に 含 ま れ る 地 域 の 名 称

開 発 許 可 を 受 け た
者 の 住 所 及 び 氏 名

３中局建（開）第２６号

令和３年９月１７日

東温市北方字田中甲３１３５番１、甲３１３６番、甲３１３８番１、甲３１３８番２、甲３１

３８番３、甲３１４０番１、甲３１４０番４、甲３１３８番１南側地先農道・水路の一部、

甲３１４０番１南側地先農道

徳島県徳島市川内町平石流通団地３０番地

株式会社北光社
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公 告

�愛媛県告示第１１６８号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、南予地方局大洲土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和３年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

�公 告

技能検定の合格者について

職業能力開発促進法（昭和４４年法律第６４号）に基づき令和３年６月２３日から９月１１日までの間に実施した技能検定の合格者は、次のとお

りである。

令和３年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 長浜中村線
大洲市八多喜町甲２９８７番２から

同町甲２５３４番まで

旧 ２．０～１５．８
７．０～３１．０

０．４５１
０．７５７

新 ７．０～３１．０ ０．７５７

造園（造園工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６ Ａ甲 ７

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ４ Ａ甲 ６ Ａ甲 ７ Ａ甲 ９ Ａ甲 １０

Ａ甲 １２ Ｂ １ Ｂ ３

鋳造（鋳鉄鋳物鋳造作業）

１級

受 検 番 号

Ａ甲 １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ｂ １

金属熱処理（一般熱処理作業）

２級

受 検 番 号

Ｃ １

３級
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１２０９

受 検 番 号

Ｂ １

金属熱処理（浸炭・浸炭窒化・窒化処理作業）

２級

受 検 番 号

Ｃ １

機械加工（普通旋盤作業）

１級

受 検 番 号

Ｃ １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ８ Ａ甲 ９ Ａ甲 １０ Ａ甲 １２

Ｂ １ Ｃ １

機械加工（数値制御旋盤作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６ Ａ甲 ７

Ｃ １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ８ Ａ甲 ９ Ａ甲 １１

機械加工（フライス盤作業）

２級

受 検 番 号

Ｃ １

機械加工（数値制御フライス盤作業）

１級

受 検 番 号

Ｃ １

２級
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１２１０

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６ Ｃ １

Ｃ ２

機械加工（マシニングセンタ作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ９ Ａ甲 １１

金属プレス加工（金属プレス作業）

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３

鉄工（製缶作業）

１級

受 検 番 号

Ａ甲 ２

鉄工（構造物鉄工作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ｃ １

建築板金（内外装板金作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ｃ ２

建築板金（ダクト板金作業）

１級

受 検 番 号

Ａ甲 １
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１２１１

めっき（溶融亜鉛めっき作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ７ Ａ甲 ８

Ａ甲 １０ Ａ甲 １３ Ａ甲 １６ Ａ甲 １９ Ａ甲 ２２ Ｂ ３

Ｃ １ Ｃ ２

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ｃ １ Ｃ ２

仕上げ（治工具仕上げ作業）

１級

受 検 番 号

Ａ甲 ２

仕上げ（機械組立仕上げ作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ３ Ｃ １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 １１ Ａ甲 １２

Ａ甲 １３ Ａ甲 １４ Ａ甲 １５ Ａ甲 １６ Ｂ ２ Ｂ ３

Ｂ ４ Ｂ ６ Ｂ ７

電子機器組立て（電子機器組立て作業）

１級

受 検 番 号

Ｃ １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ６ Ａ甲 ９ Ａ甲 １１

Ａ甲 １２ Ａ甲 １３

電気機器組立て（配電盤・制御盤組立て作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ３ Ｂ １
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１２１２

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ６ Ｃ １

Ｃ ２

産業車両整備（産業車両整備作業）

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ４

建設機械整備（建設機械整備作業）

１級

受 検 番 号

Ａ甲 ２

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ７ Ａ甲 ８ Ａ甲 ９

Ａ甲 １０ Ａ甲 １１ Ａ甲 １２ Ａ甲 １５ Ａ甲 ２０ Ａ甲 ２２

Ａ甲 ２４ Ａ甲 ２６ Ａ甲 ２７ Ｂ １ Ｃ １ Ｃ ２

Ｃ ４ Ｃ ５

婦人子供服製造（婦人子供注文服製作作業）

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ｃ １ Ｃ ２ Ｃ ３ Ｃ ４ Ｃ ５

Ｃ ６ Ｃ ７

家具製作（家具手加工作業）

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ｃ １

建具製作（木製建具手加工作業）

２級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２

プラスチック成形（射出成形作業）

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４
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１２１３

陶磁器製造（絵付け作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４

石材施工（石張り作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ｃ １ Ｃ ２

２級

受 検 番 号

Ｃ １

酒造（清酒製造作業）

１級

受 検 番 号

Ｂ １

とび（とび作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ６ Ａ甲 ７ Ａ甲 ８ Ａ甲 ９ Ａ甲 １０

Ａ甲 １１ Ａ甲 １２ Ａ甲 １４ Ａ甲 １７ Ａ甲 １８ Ａ甲 ２０

Ａ甲 ２２ Ｂ １ Ｂ ２ Ｃ １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３

左官（左官作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６

Ａ甲 ７

２級
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１２１４

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ａ甲 ６ Ａ甲 ７

Ａ甲 ９ Ａ甲 １０ Ａ甲 １２ Ａ甲 １３ Ｃ １

タイル張り（タイル張り作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ｃ １ Ｃ ２

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ｂ １ Ｃ １

防水施工（ウレタンゴム系塗膜防水工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ｃ １

Ｃ ２ Ｃ ３ Ｃ ４ Ｃ ５ Ｃ ６

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３

防水施工（シーリング防水工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ３ Ｂ １ Ｃ １

防水施工（改質アスファルトシート常温粘着工法防水工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ｃ １ Ｃ ２ Ｃ ３

内装仕上げ施工（プラスチック系床仕上げ工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ｂ １

内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

１級
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１２１５

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５ Ｂ １

Ｃ １

内装仕上げ施工（ボード仕上げ工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ４ Ａ甲 ７ Ａ甲 ８ Ａ甲 ９ Ｂ １

内装仕上げ施工（化粧フィルム工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ｃ ２

熱絶縁施工（保温保冷工事作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ｂ １ Ｃ １

サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ｂ １ Ｃ １

表装（表具作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ３

表装（壁装作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ５

２級

受 検 番 号

Ａ甲 ３

塗装（建築塗装作業）

１級
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１２１６

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ７ Ａ甲 ９ Ａ甲 １８ Ａ甲 ３２ Ａ甲 ３３ Ａ甲 ３９

Ａ甲 ４３ Ａ甲 ４４ Ａ甲 ４５ Ｂ ２

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ８ Ａ甲 １１ Ｃ ４ Ｃ ５

塗装（金属塗装作業）

１級

受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 ４ Ｃ １

２級

受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号 受 検 番 号

Ａ甲 １ Ａ甲 ２ Ａ甲 ３ Ａ甲 ４ Ａ甲 ６

令和３年１０月１日 発行


